
第 36回日本受精着床学会総会・学術講演会 

O-45 

千葉、2018.7.26-27 

 

タイムラプス観察を用いた第二極体放出不全胚における発育能の検討 
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【目的】ヒト卵子は受精後に第二極体を放出し、第二減数分裂が完了する。当院では顕微授

精実施の翌日に 2前核（2PN）を観察している。時折、第一極体が分裂すると第二極体が放

出された卵と一見違いが分からない場面がある。そこで本検討では、第二極体の放出の有無

とその後の胚発生にどのように影響するのかをタイムラプスを用いて後方視的に検討した。

【方法】2017年 9月～2018年 2月までに顕微授精を行った 103周期のうち胚盤胞まで培養

を継続した 521個の 2PN胚を対象とした。顕微授精を行った直後から CCM-iBIS（ASTEC）を

用いてタイムラプス観察を行い、15 分間隔で画像取得を行った。第二極体放出の有無（第

二極体放出有：(+)群、第二極体放出無：(-)群）に分け、良好分割期胚率（Veeck分類：Grade3、

7細胞以上）、胚盤胞形成率、良好胚盤胞率（Gardner分類：BL3BB以上）を比較した。【結果】

(-)群の割合は 10.3%であった。良好分割期胚率は(+)群で 70.2%、(-)群で 49.0%、胚盤胞形

成率は(+)群 54.4%、(-)群 15.7%、良好胚盤胞形成率は(+)群 22.3%、(-)群 5.9%と、全ての

比較で(-)群が低かった（p<0.01）。【考察】本検討により、受精時に第二極体の放出が認め

られない 2PN胚の発生能は著しく低く、雌性側の染色体異常である可能性がある。低率であ

るものの良好胚盤胞まで発生する場合もあり、移植には慎重になる必要がある。染色体解析

をして分析していく必要があるだろう。以上より、タイムラプスを用いて第二極体放出の有

無を確認することは、移植胚の選択において重要な指標の 1つとなる可能性がある。 


